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徴 として地域にとけ込んだ実践であるとい うことが挙げられる。 このことは 「なずな園」の主宰
者である近藤原理の父、益雄が実践 してきた 「のぎく学園」との違いでもある。
益雄は口石小学校特殊学級みどり組の担任 として障害児教育に携わ りながら、県内はもちろん
他県からの入級希望者のために 「のぎく寮」(のちの 「のぎく学園」)を造 り約30数名の知的障害


















その中で障害者や病者 とい う捉え方でなく生活者 とい う捉え方が1970年代より精神科 ソーシャ
ルワーカーの中でも広がってきた。谷中は精神障害者の障害を 「生活のしづ らさ」と捉え、生活
支援の理念を「ごくあたり前の生活」とした (藤井達也、2004)。また谷中が取 り組んできたや ど
か りの里の実践は、精神障害者を病者 としてでなく、生活者として捉えていくことを重要視 して
きた。
社会学者の天野は、生活者 とは「①生活の全体性を把握する主体をさすc②静的な形態でなく、
『生活者』への生き方をかえていく一つのダイナ ミックな日常実践をさす」 と定義 している (天









後に1990年代に谷中が取 り組んできたや どか りの里も作業所、グループホーム、生活支援セン





































きるが、この中の支えあ うまちづくりが 「なずな園」でい う地域にとけ込むことを目指 した実践
と捉えることができる。
生活支援における地域交流は、支えあいを基盤 とし、ソーシャルサポー トである個人の社会的

































当時障害年金がまだなく、田畑で米や野菜を作 り、豚を飼いそ してそれを出荷 して収入にしてい
た。 このように 「なずな園」は一軒の農家として地域の中にあったのである。
豚を佐世保の食肉センターに出荷 し、温床で トマ トやスイカ、ナス、オクラなどの苗を作 り、
その苗は近隣の人が買いに来ていた。スイカも多いときは200個作 り、「新鮮な トマ トはあります



































に外出し、カセ ットテープを買った り、本屋へ立ち寄 り好きなテ レビガイ ドや週刊誌、高校野球
の特集号などを買ってきていた。佐世保の街に映画を観に行く人もいた。○君は地域の商店律子が
企画 していたシールを集め旅行を申し込み、地域の人たちと日帰 り旅行を楽 しんでいた。
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このように地域の資源を個人個人が自由に活用 し、生活を楽 しんでいた。 自閉性障害のY君は
国道より手前をよく散歩 し、この町内の人たちの名前を全て覚えていた。中には仕事に行 く者も
いた。2人組みで、2.5km離れた佐々川河 口にあるタイルエ場へ働きに行っていた。宴会の時、社





も普通に。地域の子 どもたちが遊びに来る。盆踊 りや秋祭 りに出かける。当番も、PTAの役員
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